
北九州緑化協会

M I D O R I  K I T A K Y U S H U

平成30年
４月１日発行

第 50 号

「写真:門司区萩ヶ丘公園」
　撮影:編集部

ご挨拶
こちら公園緑地部　勝山公園鷗外橋西側橋詰広場の整備について
環境と緑　平成29年度   公益活動報告
　第10回「都市と自然の共生」シンポジウム
　「到津の森公園」環境整備支援活動
初めまして「○○」です

「ランドスケープ交流会 in 北九州」の開催
樹木医からの一言
〜みどり北九州50号記念座談会〜
これからの造園業界を考える
平成29年度   協会活動報告
会員名簿
掲示板



　

勝
山
公
園
で
は
、
平
成
28
年
2
月
に
、「
小
倉
城
周

辺
魅
力
向
上
事
業
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
北
九
州
、

小
倉
な
ら
で
は
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
資
源
を
活
用
し

た
集
客
力
や
回
遊
性
の
あ
る
観
光
・
文
化
の
名
所
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
効
果
な
ど
も
あ
り
、
多
く

の
利
用
者
や
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
が

座
っ
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
す
る
休
憩
場
所
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
公
園
内
の
滞
留
や
回
遊
性
な
ど
の
更
な

る
推
進
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
公
園
利
用
者
の
利
便
性
、
回
遊
性
の
向
上

や
更
な
る
賑
わ
い
の
創
出
を
図
る
た
め
、
勝
山
公
園
の

鷗
外
橋
西
側
橋
詰
広
場
に
お
い
て
、
民
間
活
力
を
活
用

し
た
施
設
整
備
に
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
１
）
事
業
手
法

　

民
間
活
力
を
活
用
し
た
施
設
整
備
の
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
29
年
6
月
の
改
正
都
市
公
園
法
に

盛
り
込
ま
れ
た
公
募
設
置
管
理
制
度
（
Ｐ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
）
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
制
度
は
、
飲
食
店
や
売
店
等
の
公
園
利
用
者
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
施
設
と
、
そ
の
施
設
か
ら
生

じ
る
収
益
を
活
用
し
て
そ
の
周
辺
の
園
路
、
広
場
等

の
整
備
・
改
修
を
一
体
的
に
行
う
民
間
事
業
者
を
公

募
に
よ
り
選
定
す
る
制
度
で
、
都
市
公
園
の
質
の
向

上
、
公
園
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
新
た
な

整
備
・
管
理
手
法
で
す
。

　

北
九
州
市
の
公
園
事
業
と
し
て
、
本
市

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
特
徴
的
な
取
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
に
公
募
設
置
等
指
針
、
募
集
要
項

等
を
公
表
し
、
７
月
末
の
現
地
説
明
会
を
経
て
、
10

月
上
旬
ま
で
提
案
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
的
な
視
点

か
ら
審
査
を
行
う
た
め
、
公
園
緑
地
計
画
、
建
築
、

デ
ザ
イ
ン
、
景
観
、
財
務
、
消
費
者
行
動
な
ど
の
専

門
家
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
検
討
会
を
設
置
し
、
11
月

上
旬
に
事
業
者
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
提
案
書
の
内
容

に
つ
い
て
、
書
類
審
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
施
設
周
辺
の
公
園
景
観
と
の
調
和

や
河
川
景
観
を
楽
し
め
る
施
設
の
設
計
、
公
園
の
賑

わ
い
づ
く
り
に
資
す
る
施
設
の
運
営
な
ど
が
審
査
さ

れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
事
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
４
）
提
案
概
要

　

公
募
に
よ
り
導
入
す
る
施
設
は
、
コ
メ
ダ
珈
琲
店

（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
）
で
、
木
造
平
屋
建
て
の
約

２
０
０
㎡
の
便
益
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

施
設
は
川
の
線
形
に
沿
っ
た
扇
形
で
、
店
内
に
は

35
卓
・
97
席
を
設
置
し
、
施
設
の
川
側
は
ガ
ラ
ス
面

を
多
く
使
い
、
店
内
か
ら
河
川
景
観
を
楽
し
め
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

店
舗
の
周
辺
に
は
、
公
園
利
用
者
誰
も
が
利
用
で

き
る
テ
ー
ブ
ル
・
ベ
ン
チ
等
の
設
置
や
、
店
舗
外
か

ら
直
接
使
え
る
多
目
的
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
予
定
で

す
。

　

設
置
管
理
許
可
の
期
間
は
20
年
間
で
、
そ
れ
に
伴

う
土
地
の
使
用
料
は
、
本
市
が
定
め
た
最
低
額
の
約

５
倍
と
な
る
月
額
１
、０
０
０
円
／
㎡
を
支
払
う
提
案

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
決
定
事
業
者
は
、
特
定

公
園
施
設
と
し
て
パ
ー
ゴ
ラ
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
、
園

路
・
広
場
、
植
栽
等
の
整
備
を
行
い
、
そ
の
整
備
費

に
便
益
施
設
か
ら
の
収
益
の
一
部
を
充
て
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
５
）
今
後
の
予
定

　

今
後
は
、
決
定
事
業
者
と
市
で
基
本
協
定
を
締
結

し
、
施
設
の
建
築
や
外
構
の
詳
細
な
設
計
に
入
り
、

平
成
30
年
４
月
頃
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
、

同
年
夏
頃
か
ら
の
営
業
開
始
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
公
募
設
置

管
理
制
度
（
Ｐ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
）
に
よ
り
、
民
間
活
力

を
導
入
し
た
結
果
、
公
園
施
設
の
整
備
だ
け
で
な
く
、

周
辺
の
園
路
や
広
場
な
ど
に
つ
い
て
も
そ
の
収
益
の

一
部
を
充
て
た
整
備
が
で
き
る
こ
と
や
、
設
置
許
可

に
係
る
土
地
の
使
用
料
と
し
て
、
事
業
者
か
ら
の
歳

入
が
見
込
め
る
こ
と
な
ど
市
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
金
銭
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
に
よ
る
公
園
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
、
当
広
場
の
更
な
る
賑
わ
い
づ
く
り
に
結
び
つ
く

よ
う
、
事
業
者
と
市
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が
ら

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
記
・
建
設
局
公
園
緑
地
部
）

（
２
）
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

事
業
実
施
に
向
け
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
勝
山

公
園
内
の
主
要
地
点
で
の
歩
行
者
通
行
量
調
査
や
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

公
共
空
間
を
活
用
し
た
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
検

討
す
る
た
め
、
勝
山
公
園
の
鷗
外
橋
周
辺
に
お
い
て

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
カ
ー
等
に
よ
る
軽
食
等
の
提
供
を
行

う
社
会
実
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
事
業
対
象
箇
所
を
鷗
外

橋
西
側
橋
詰
広
場
に
絞
り
込
み
、
さ
ら
に
、
具
体
的

な
公
募
要
件
等
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に

は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
応

募
の
あ
っ
た
事
業
者
と
は
個
別
対
話
も
行
い
、
公
募

に
向
け
た
条
件
整
理
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
日
常
的
に
人
の
流
れ
が
あ
る
鷗
外
橋

西
側
橋
詰
広
場
に
お
い
て
、
広
場
内
に
公
園
利
用
者

が
休
憩
で
き
、
さ
ら
に
飲
食
・
物
販
機
能
を
有
す
る

公
園
施
設
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
周
辺
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ボ
ル
公
園

に
ふ
さ
わ
し
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
空
間
を
整
備
す
る
た

め
、
①
森
鷗
外
文
学
碑
の
移
設
（
北
側
へ
約
20
ｍ
）、

②
既
存
売
店
・
便
所
を
撤
去
、
③
碑
移
設
、
売
店
等

の
撤
去
後
に
新
た
な
広
場
を
整
備
す
る
と
い
う
方
針

を
定
め
ま
し
た
。

（
３
）
公
募
の
内
容

　

平
成
29
年
度
に
は
次
の
内
容
で
公
募
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
勝
山
公
園
鷗
外
橋
西
側

　
　
　
橋
詰
広
場
の
整
備
に
つ
い
て

ご 挨 拶
水
野
会
長
を
は
じ
め
、
一
般
社
団
法
人

北
九
州
緑
化
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
、
本
市
の
公
園
緑
地
の

維
持
管
理
や
指
定
管
理
業
務
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、「
到
津
の
森
公
園
で
の
園
内
整

備
」、「『
都
市
と
自
然
の
共
生
』
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
」、「
都
市
緑
化
祭
で
の
イ

ベ
ン
ト
実
施
」
な
ど
、
環
境
緑
化
の
推
進

に
も
毎
年
お
力
添
え
い
た
だ
い
て
お
り
、

重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
ミ
ク
ニ
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ
ア

ム
北
九
州
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
や
市
立

美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
関

門
海
峡
の
日
本
遺
産
認
定
に
加
え
、
文
化

庁
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
分
野
で
本
市
が
拠
点

都
市
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
が
成
果
と
な
っ
て
現
れ
た
年
で
し
た
。

そ
し
て
10
月
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に

行
幸
啓
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
光
栄
な

こ
と
で
、
明
る
い
話
題
に
彩
ら
れ
た
年
と

な
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
地
方
創
生
の
成
功
モ
デ
ル

都
市
を
目
指
し
て
社
会
動
態
を
プ
ラ
ス
に

す
べ
く
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
に
取
り
組

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
述
べ
ま
す
。

「
平
成
」
と
い
う
元
号
の
最
後
の
年
度
を
迎
え
る

と
思
う
と
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
速
さ
や
街
並
み

の
変
化
な
ど
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

当
「
み
ど
り
北
九
州
」
は
、
今
回
で
50
号
に
な
り

ま
し
た
が
、
題
字
は
昭
和
58
年
創
刊
当
時
の
谷
伍

平
市
長
に
揮
毫
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

さ
て
お
蔭
様
で
昨
年
度
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
公
益
活
動
と

し
て
各
種
講
演
会
や
技
術
研
修
会
の
開
催
、
到
津

の
森
公
園
で
の
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
々
。

特
に
昨
年
の
11
月
２
日
に
開
催
し
た
第
10
回
「
都

市
と
自
然
の
共
生
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
講
師

の
進
士
五
十
八 

公
立
大
学
法
人
福
井
県
立
大
学
学

長
に
は
「
３
つ
の
共
生
で
環
境
ま
ち
づ
く
り
・
４

つ
の
多
様
性
で
持
続
可
能
社
会
」
に
つ
い
て
、
加

藤
禎
久 

国
立
大
学
法
人
岡
山
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
院
准
教
授
に
は
「
し
な
や
か
な
回
復
力
を

も
っ
た
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
創
造
」
と
題
し
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
柴
田
北
九
州

市
建
築
都
市
局
長
に
は
北
九
州
市
が
目
指
し
て
い

る
「
世
界
の
環
境
首
都
」
を
踏
ま
え
て
生
物
多
様

性
保
全
の
観
点
か
ら
、
北
九
州
市
の
事
例
を
交
え

た
ご
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
北
九
州
市
に
お
い
て
「
自
然
環
境

保
全
」
や
「
生
物
多
様
性
確
保
」
の
重
要
性
に
つ

い
て
市
民
の
理
解
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
て
、
我
が
国
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
社
会
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
急
激
な
少

み
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
と
い
う
本
市
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
で
は
、
引
き
続
き
「
も
の
づ

く
り
・
環
境
の
ま
ち
」
の
進
化
を
図
る
と

と
も
に
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
や
生
産

性
向
上
へ
の
支
援
を
行
い
、
多
様
な
働
き

手
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
公
園
緑
地
に
関
す
る
事
業
で

は
、
勝
山
公
園
の
魅
力
向
上
、
延
命
寺
臨

海
公
園
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
本
市
の
魅
力
を

世
界
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
、
北
九
州
市
は
市
制
55
周
年
を
迎

え
ま
す
。「
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
北
九
州
」
を

テ
ー
マ
に
飛
躍
を
期
す
一
年
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
一
般
社
団
法
人
北
九
州
緑
化

協
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

子
高
齢
化
の
進
行
と
人
口
減
少
、
火
山
噴
火
や
大

地
震
の
発
生
な
ど
自
然
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
頻
繫
な
台
風
の
上
陸
な
ど
気
候
変

動
に
伴
う
地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
る
世
界
的
な
都
市
間
競
争
等
々
で
す
。

こ
う
し
た
社
会
的
課
題
や
環
境
問
題
の
解
決
に
対

し
て
、「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
が
、
新
し
い
社
会

資
本
整
備
の
考
え
方
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、自
然
環
境
が
有
す
る
防
災
・

減
災
、
気
候
緩
和
、
健
康
増
進
な
ど
多
様
な
機
能

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
続
可
能
で
魅
力

あ
る
国
土
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
で
す
。

私
共
は
、
日
頃
か
ら
「
自
然
」
や
「
緑
」
と
の

関
わ
り
の
深
い
業
種
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
地
域
の

特
徴
を
十
分
に
生
か
す
知
恵
や
技
術
力
を
高
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
、
将
来
に

向
か
っ
て
の
社
会
的
役
割
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
新
た
な
施
工
技
術
の
向
上
、
伝
統
的

造
園
技
術
の
継
承
・
発
展
や
経
営
の
合
理
化
に
向

け
た
取
組
み
も
一
層
強
化
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

伝
統
的
造
園
技
術
に
関
し
て
は
北
九
州
市
よ

り
、
戸
畑
区
の
旧
安
川
邸
の
作
庭
事
業
に
お
い
て

技
術
研
鑽
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
御
指
導
・
御
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ま
す
ま
す
の
御
発

展
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

北
九
州
市
長  

北
橋 

健
治

一
般
社
団
法
人 

北
九
州
緑
化
協
会 

会
長  

水
野 

貞
明

勝山公園鷗外橋西側橋詰広場整備　
計画平面図

整備対象箇所の現況

項
目

内　

容

事業手法

・
公
募
設
置
管
理
制
度
（
Ｐ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
）

を
活
用

・
公
募
対
象
公
園
施
設
（
民
設
民
営
）
の
整
備

と
あ
わ
せ
、
周
辺
の
園
路
や
広
場
、
植
栽
な

ど
の
特
定
公
園
施
設
（
外
構
）
の
整
備

施設等の
概要

・
飲
食
・
物
販
機
能
を
有
す
る
公
園
施
設
（
便

益
施
設
）

・
建
築
面
積
：
約
２
０
０
㎡
程
度

事業
期間

・
最
長
で
20
年
間

官民の
役割分担

・
行
政
：
森
鷗
外
文
学
碑
の
移
設
、
既
存
売
店
・

便
所
の
撤
去
、
周
辺
広
場
、
水
道
や
電
気
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等

・
決
定
事
業
者
：
公
募
対
象
区
域
内
の
施
設
及

び
特
定
公
園
施
設
の
整
備

設置許可の
土地の使用料

・
施
設
の
設
置
に
伴
う
設
置
許
可
の
土
地
の
使

用
料
：
月
額
２
０
０
円
／
㎡
を
最
低
額
と
し

て
、
応
募
事
業
者
か
ら
提
案

（1）平成 30 年４月１日 第 50 号（2）平成 30 年４月１日 第 50 号



 
 
 

 

環境と緑

環境と緑　平成29年度公益活動報告 （平成29年4月～平成30年3月）

基
調
講
演
Ⅰ

　

進
士
五
十
八
（
し
ん
じ　

い
そ
や
）
氏

　
「
3
つ
の
共
生
で
環
境
ま
ち
づ
く
り　
　

       

4
つ
の
多
様
性
で
持
続
可
能
社
会
」

3
つ
の
共
生

①
自
然
共
生　

生
物
的

　

自
然
と
の
共
生

②
環
境
共
生　

資
源
・

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
と

　

の
共
生

③
地
域
共
生　

先
進　

　

国
・
発
展
途
上
国
、
都
市
・
農
村
な
ど
地
域
間

　

の
共
生

4
つ
の
多
様
性

①
生
物
多
様
性　

地
球
自
然
（
自
然
的
環
境
）
の

　

持
続
性

②
生
活
多
様
性　

地
球
社
会
（
社
会
的
環
境
）
の

　

持
続
性

③
経
済
多
様
性　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
（
経
済
的
環

　

境
）
の
安
定
と
持
続
性

④
景
観
多
様
性　

地
球
風
景
（
文
化
的
環
境
）
の

　

持
続
性

自
然
共
生
社
会
と
は

　
「
な
ぜ
自
然
共
生
社
会
が
大
事
か
。
自
然
共
生

社
会
は
、
２
０
１
０
年
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
い
わ
ゆ
る
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会

議
で
す
が
、
そ
の
時
、
里
山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

日
本
は
出
し
た
。
何
で
そ
れ
を
や
る
の
か
と
言
う

と
日
本
の
社
会
を
自
然
共
生
社
会
に
す
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
掲
げ
て
、
自
然
共
生
社
会
の
実
現
の

た
め
に
と
り
あ
え
ず
身
近
な
あ
る
い
は
日
本
の
伝

統
の
中
に
あ
る
里
山
、
里
山
で
の
知
恵
、
日
本
人

の
里
山
と
の
付
き
合
い
方　

こ
う
い
う
も
の
を
モ

デ
ル
に
し
て
く
だ
さ
い
と
。
つ
ま
り
日
本
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
自
然
共
生
社
会
を
目
指
す

こ
と
と
し
た
。
生
物
多
様
性
や
脱
温
暖
化
の
問
題

で
も
な
ん
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
よ
う
と
す
る

が
、　

グ
ロ
ー
バ
ル
は
大
事
だ
が
、
足
元
が
見
え

な
い
。
抽
象
論
ば
っ
か
り
や
る
。
そ
こ
で
里
山
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
日
本
政
府
の
方
針
と
し
て
作
っ

た
。
そ
の
中
で
初
め
て
自
然
共
生
社
会
と
い
う
言

第
10
回

「
都
市
と
自
然
の
共
生
」

             

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

平
成
29
年
11
月
2
日
、
北
九
州
国
際
会
議
場
に

於
い
て
第
10
回
目
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
福
井
県
立
大
学
学
長
の
進
士

五
十
八
先
生
、
岡
山
大
学
准
教
授
の
加
藤
禎
久
先

生
を
お
迎
え
し
て
、
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
、
続

い
て
北
九
州
市
建
築
都
市
局
の
柴
田
卓
典
局
長
か

ら
「
現
場
か
ら
の
報
告
」
を
し
て
い
た
だ
き
、
最

後
に
環
境
局
環
境
学
習
課
の
上
吹
越
美
香
課
長
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

葉
を
作
っ
た
。
自
然
と
共
生
す
る
と
は
、
昔
か
ら

言
っ
て
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
自
然
共
生
社
会
の

根
っ
こ
を
里
山
に
求
め
た
。」
と
わ
が
国
に
お
け

る
自
然
共
生
社
会
の
根
本
の
考
え
方
を
説
明
さ
れ

た
。

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
と
造
園

の
違
い

　
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

(Landscape Architecture)

は
、
現
在
造
園
と

言
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
最
初
、
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
ー
を
造
家
学
と
翻
訳
さ
れ
た
。
東
京
駅
を
設

計
し
た
辰
野
金
吾
の
時
代
で
す
。「
家
を
造
る
学
」

つ
ま
り
「
家
」
だ
っ
た
ら
外
は
庭
だ
か
ら
、
造
園

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
建
築
屋
さ
ん
た
ち
は
、
造

家
学
で
は
み
っ
と
も
な
い
と
言
っ
て
「
建
築
」
と

い
う
新
し
い
言
葉
を
作
っ
た
。
と
こ
ろ
が
造
園
界

は
造
園
と
い
う
言
葉
を
後
生
大
事
し
て
い
て
「
造

園
命
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

　

造
園
と
い
う
言
葉
は
、
大
事
な
言
葉
で
あ
る
が

文
字
は
中
身
を
表
す
か
ら
限
界
が
あ
る
。
造
園
と

い
う
言
葉
は
「
園
を
造
る
」
と
国
構
え
で
囲
わ
れ

て
い
る
か
ら
、
一
般
の
方
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
庭
園

と
か
公
園
と
か
囲
ま
れ
た
空
間
し
か
想
像
し
て
く

れ
な
い
。
そ
れ
は
根
っ
こ
の
方
で
は
大
事
だ
が
、

拓
か
れ
た
国
土
全
体
、
県
土
全
体
、
都
市
で
言
え

ば
都
市
計
画
全
体
が
大
事
と
思
う
。

　

今
一
番
大
事
な
の
は
細
か
く
縦
割
り
に
す
る
の

で
な
く
全
体
で
モ
ノ
を
見
る
こ
と
。
た
だ
造
園
業

界
と
な
っ
て
仕
事
に
な
る
と
仕
事
の
ス
キ
ル
と
い

う
技
術
が
あ
る
か
で
、
一
番
得
意
な
と
こ
ろ
で
勝

負
す
れ
ば
よ
い
。
た
だ
具
体
の
仕
事
は
そ
う
で

あ
っ
て
も
全
体
を
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
も
う
少
し
広
く
全
体
を

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
の
人
は
そ
れ
よ
り

も
っ
と
広
く
全
体
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
造
園
と
い
う
言
葉
の
成
り
立
ち
か
ら
狭
い
範
囲

で
物
事
を
捉
え
考
え
る
の
で
は
な
く
、
全
体
を
見

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
説
か
れ
た
。

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
意
味

す
る
と
こ
ろ

　
「
造
園
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
で
言
っ
て
い
る

だ
け
で
韓
国
で
は
造
景
と
い
い
、
中
国
で
は
風
景

が
ら
樹
木
を
植
え
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
ま
で

し
て
公
園
を
造
っ
た
。
な
ぜ
公
園
が
必
要
か
と
言

え
ば
、
産
業
革
命
以
降
、
都
市
に
工
場
が
で
き
事

業
所
が
で
き
、
地
方
か
ら
人
が
集
ま
る
。
環
境
が

悪
く
な
る
。
つ
ま
り
都
市
が
産
業
化
す
る
と
環
境

が
人
工
化
す
る
。
自
然
が
な
く
な
る
。
だ
か
ら
公

園
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
唱
え
た
。
一
言
で
い
え

ば
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
つ
ま
り
緑
こ
そ
、〈
都
市

の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。〉
と
か
ね
が
ね
私
は
言
っ

て
い
る
。

　

そ
の
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
、
環
境
が
人
工
化
す

る
こ
と
か
ら
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（Landscape

）・

ア
ー
キ
テ
ク
ト
（Architect

）
と
い
う
職
能
が

い
る
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。」
と
造
園
と
訳
さ
れ

て
い
る
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

は
、
都
市
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
説
か
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
の
あ
り
方

　
「
21
世
紀
は
、
環
境
や
景
観
の
時
代
で
本
当
の

環
境
を
求
め
る
時
代
と
思
っ
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ

そ
こ
に
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
Ｐ

Ｐ
Ｍ
と
か
Ｂ
Ｏ
Ｄ
だ
け
が
環
境
だ
と
思
う
の
は

間
違
い
で
、
最
後
は
美
に
至
る
。
そ
こ
ま
で
や
ら

な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
思
う
。
そ
の
時
、
な
ん
て
東

洋
の
文
化
は
見
事
な
の
か
。
自
然
と
か
、
大
地
と

か
。
そ
う
い
う
土
地
の
特
性
を
活
か
し
て
い
る
。

　

20
世
紀
は
ど
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
か
と
言

う
と
都
市
問
題
と
環
境
問
題
を
生
ん
だ
。
も
と
も

と
は
〈
田
園
は
神
が
つ
く
り
、
都
市
は
人
間
が

造
っ
た
〉
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
言
い
、
都
市
こ
そ

人
間
が
居
住
す
る
環
境
と
思
っ
て
い
た
。
城
壁
で

都
市
を
巡
ら
し
た
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
と
か
フ
ラ
イ
ブ

ル
グ
と
い
う
都
市
名
の
ブ
ル
グ
は
城
壁
の
こ
と

で
、
都
市
を
囲
っ
た
。
そ
の
中
で
人
々
は
暮
ら

し
た
。
だ
か
ら
近
代
化
す
る
と
ペ
ス
ト
が
流
行
っ

た
。
高
密
度
に
住
み
工
業
製
品
を
使
い
始
め
る
と

お
か
し
く
な
る
。

　

都
市
を
人
間
が
造
っ
た
か
ら
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
て
い
た
ら
、
都
市
と
い
う
囲
わ
れ
た
狭
い
と

こ
ろ
に
人
間
が
大
勢
暮
ら
し
て
い
る
か
ら
病
気

が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

パ
ス
ト
ラ
ル
＝
田
園
こ
そ
人
間
と
自
然
が
共

生
で
き
る
環
境
が
重
要
で
あ
る
。

　

世
界
中
の
都
市
計
画
屋
さ
ん
は
、
人
間
が
都
市

に
住
む
こ
と
が
最
後
の
ゴ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　

そ
れ
は
間
違
い
。
北
九
州
も
東
京
や
名
古
屋
に

な
る
こ
と
を
理
想
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
で
環
境
先
進
都
市
と
い
う
の
な
ら
、
そ

れ
は
違
う
。
北
九
州
市
に
は
後
ろ
に
山
が
あ
り
、

前
に
海
が
あ
る
。
川
が
流
れ
。
そ
う
い
う
の
を
活

か
し
て
、
人
口
が
少
し
ず
つ
減
る
の
で
あ
れ
ば
、

減
っ
て
い
く
の
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
思
え
ば
よ

い
。
そ
れ
ら
自
然
を
活
か
し
て　

ひ
と
つ
の
美
し

い
街
を
つ
く
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
。
み
ん
な
自

分
で
モ
ノ
を
考
え
な
い
。
感
じ
る
能
力
が
な
い
。

技
術
屋
や
役
人
も
。
ど
こ
か
で
勉
強
を
し
て
き
た

こ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
。

　

子
供
た
ち
が
〈
こ
の
街
い
い
な
。
俺
の
ふ
る
さ

と
だ
〉
と
自
慢
で
き
る
街
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
日
本
は
、
専
門
化
し
す
ぎ
て
、
専
門
の
こ

と
し
か
い
わ
な
い
。
ト
ー
タ
ル
に
話
せ
る
人
が
少

な
い
。」と
ト
ー
タ
ル
に
モ
ノ
を
見
る
感
性
を
持
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
づ
く
り
を
行
う
こ
と
の
重

要
性
を
話
さ
れ
た
。

　

３
つ
の
共
生
、
４
つ
の
多
様
性
を
基
本
に
こ
れ

か
ら
の
都
市
づ
く
り
の
あ
り
方
、
そ
れ
へ
の
造
園

家
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
多
く
の
事
例
を
あ
げ
な

が
ら
、
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

基
調
講
演
Ⅱ

　

加
藤
禎
久
（
か
と
う　

さ
だ
ひ
さ
）
氏　

　
「
し
な
や
か
な
回
復
力
を
も
っ
た
グ
リ
ー
ン
イ
ン

　

フ
ラ
の
創
造
」

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
は

　

自
然
が
持
つ
多
様
な
機

能
、
い
わ
ゆ
る
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
を
賢
く
活
用
す

る
こ
と
。

　

社
会
資
本
整
備
、
土
地

利
用
等
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
に
於
い
て
、
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な

機
能
（
生
物
の
生
息
・
生
育
の
場
の
提
供
、
良
好

な
景
観
形
成
、気
温
上
昇
の
抑
制
等
）
を
活
用
し
、

持
続
可
能
で
力
あ
る
国
土
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
も
の
。

　

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
魅
力
・
居
住
環
境
の
向
上
、
生
物
多

様
性
の
保
全
、
防
災
・
減
災
等
が
可
能
で
あ
る
。

　

例
と
し
て
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
、
多
自
然

川
づ
く
り
や
緑
の
防
潮
堤
、
生
物
共
生
型
護
岸
な

ど
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
必
要
性

　

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、
地
球

環
境
問
題
や
環
境
市
場
の
改
善
の
た
め
。

　

自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
で
都
市
間
の

よ
り
よ
い
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
る
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
無
居
住
化
な
ど
社
会

的
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
事
が
出
来
る
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）

　

も
と
も
と
は
生
態
学
の
理
論
で
あ
る
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
そ
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
（
枠
組
み
）
が
変
化
や
攪
乱
に
よ
っ
て
変
動

し
た
時
に
そ
れ
を
吸
収
し
、
対
応
が
で
き
る
力
。

最
終
的
に
再
構
築
で
き
る
「
し
な
や
か
な
、
弾
力

的
な
回
復
力
」　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
活
用

　

緑
地
の
空
間
配
置
の
計
画
・
モ
デ
ル
や
水
と
緑

の
基
本
計
画
策
定
等
に
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
通

し
て
、
ど
の
よ
う
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
発
揮
さ
せ

る
か
。

①
重
層
的
な
構
造
を
意
識
す
る
→
同
一
ス
ケ
ー
ル

の
相
互
関
係
を
意
識
し
て
計
画
を
立
て
る
。

②
連
結
性
が
重
要
→
道
路
や
鉄
道
の
連
結
を
重
要

視
す
る
よ
う
に
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
小
動

物
の
た
め
の
コ
リ
ド
ー
な
ど
、
機
能
的
な
緑
地

計
画
を
す
る
。

③
あ
る
程
度
の
冗
長
性
（
繰
返
し
・
余
分
）
は
必

要
→
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
緑
地
、
異
な
る
管
理

主
体
の
緑
地
の
多
様
性
な
確
保
は
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
可
能
に
繋
が
る
。

④
多
機
能
性
を
も
た
せ
、
発
揮
さ
せ
る
→
自
然
が

持
つ
力
（
保
水
・
浸
透
・
蒸
発
散
・
浄
化
・
調

整
）
を
上
手
く
活
用
す
る
。
土
木
イ
ン
フ
ラ
と

併
用
し
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
。

　

こ
れ
か
ら
都
市
部
で
も
増
え
る
空
き
地
や
耕

作
放
棄
地
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

と
強
い
信
念
で
推
進
す
る
こ
と
で
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

〈
現
地
報
告
〉

      

柴
田
卓
典
（
し
ば
た　

た
か
の
り
）
氏　

     

　

 「
現
場
か
ら
の
報
告
」

北
九
州
市
の
新
環
境
基
本
計
画(

案)

「
環
境
首
都
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
行

政
計
画
化
。

　

理
念
・
行
動
原
則

具
体
化
の
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
重
視
す

る
。

　

テ
ー
マ
・
目
標
設

定
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
参
照
、
活
用
す
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

　

限
り
あ
る
地
球
の
資
源
を
世
界
中
の
人
々
が

公
平
に
利
用
し
、
未
来
の
世
代
に
残
し
て
い
く

た
め
の
目
標
。

　

２
０
１
５
年
、
国
連
の
全
加
盟
国
が
合
意
。

　

２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
17
の
目
標
を

掲
げ
る
。

園
林
と
言
っ
て
い
る
。
園
林
と
は
昔
か
ら
中
国

で
は
造
園
の
こ
と
で
す
。
そ
の
中
国
で
は
世
界

文
化
遺
産
に
な
っ
て
い
る
大
き
な
庭
園
は
囲
ま

れ
た
庭
園
で
は
な
く
、
湖
を
含
む
な
ど
非
常
に

大
き
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
で
あ
る
。

　

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
は
、
大

き
な
都
市
（
ま
ち
）
を
造
っ
て
き
た
。
造
園
と

い
う
言
葉
で
は
、
そ
こ
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
な

い
。

　

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
思
想
と
は
何
か
。
オ
ル

ム
ス
テ
ッ
ド
は
、〈
都
市
の
無
方
針
な
成
長
と
産

業
化
に
よ
る
環
境
の
人
工
化
が
困
っ
た
も
の
に

な
る
〉
と
し
て
、
１
５
０
年
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
人
口
が
ま
だ
約
60
万
人
の
時
代
に
、
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
造
っ
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は

岩
盤
で
す
か
ら
、
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
樹
木
を
植

え
る
こ
と
は
大
変
で
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
壊
し
な

（3）平成 30 年４月１日 第 50 号（4）平成 30 年４月１日 第 50 号



・
年
輪（
ね
ん
り
ん
、grow

th ring

）は
、通
常
温
帯
か
ら
寒
帯
の
木

の
断
面
に
生
じ
る
同
心
円
状
の
模
様
で
、成
長
輪
と
も
い
う
。成
長

輪
の
う
ち
一
年
に
一
つ
ず
つ
増
加
す
る
も
の
を
年
輪
と
い
う
。

・
輪
状
に
見
え
る
の
は
、春
期
に
は
幹
の
肥
大
成
長
が
盛
ん
で
、夏
期

に
は
ゆ
っ
く
り
に
な
る
た
め
で
あ
り
、色
の
濃
い
部
分
は
細
胞
壁
が

密
に
、色
の
薄
い
部
分
は
細
胞
壁
が
疎
に
な
っ
て
い
る
。

・
熱
帯
の
樹
木
に
は
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、乾
季
と
雨
季
が
あ
れ
ば

乾
季
に
は
成
長
が
休
止
す
る
た
め
に
成
長
輪
が
形
成
さ
れ
る
。

・
年
輪
を
数
え
る
こ
と
で
、そ
の
木
の
樹
齢
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、年
輪
に
は
大
規
模
な
旱
魃
や
山
火
事
、虫
害
な
ど
の
痕
跡
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。こ
の
痕
跡
と
様
々
な
記
録
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
木
の
過
去
の
生
育
環
境
を
調
査
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
広
く
知
ら
れ
て
い
る
俗
説
に
、「
北
半
球
で
は
南
側
か
ら
日
が
当
た

る
為
、暖
か
い
南
側
は
発
育
が
盛
ん
で
年
輪
の
目
が
広
く
、北
側
は

目
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、切
り
株
が
あ
れ
ば
大
体
の
方
位
が
わ
か

る
」と
い
う
説
が
あ
る
が
、こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

・
実
際
は
、た
と
え
ば
針
葉
樹
が
斜
面
に
生
え
て
い
る
場
合
に
、木
が

谷
側
に
傾
か
な
い
よ
う
に
谷
側
が
よ
り
盛
ん
に
成
長
す
る
為
、谷
側

の
目
が
広
く
山
側
の
目
が
詰
ま
っ
て
育
つ
の
で
方
角
は
あ
ま
り
関

係
し
な
い
。こ
の
時
に
谷
側
に
形
成
さ
れ
る
材
を
圧
縮
あ
て
材
と
呼

ぶ
。ま
た
、広
葉
樹
で
は
針
葉
樹
と
は
逆
に
山
側
に
引
っ
張
り
あ
て

材
が
形
成
さ
れ
る
。

・
こ
の
よ
う
に
材
の
成
長
に
は
様
々
な
要
因
が
関
係
し
、方
角
だ
け

で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、年
輪
を
確
認
す
る
た
め
に
は
切

り
口
が
滑
ら
か
で
あ
る
必
要
が
あ
る
が
、自
然
な
原
因
で
木
が
倒
れ

る
場
合
、根
本
か
ら
ひ
っ
く
り
返
る
か
、へ
し
折
れ
る
よ
う
に
な
る

場
合
が
多
く
、滑
ら
か
な
面
は
作
ら
れ
な
い
か
ら
、自
然
の
森
で
は

年
輪
の
見
ら
れ
る
切
り
株
は
滅
多
に
な
い
。

・
肥
大
成
長
量（
す
な
わ
ち
年
輪
幅
）は
、葉
の
枚
数
な
ど
を
通
じ
て

前
年
の
気
象
条
件
に
も
あ
る
程
度
影
響
さ
れ
る
が
、同
時
に
当
年
夏

の
気
象
条
件
に
よ
る
光
合
成
量
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

ま
た
、極
端
な
気
象
条
件
に
よ
る
枝
枯
れ
や
凍
害
、台
風
に
よ
る
枝

枯
れ
な
ど
が
起
こ
る
と
、翌
年
の
肥
大
成
長
は
低
下
す
る
。

　
年
輪
に
つ
い
て

22

　

建
設
局
公
園
緑
地
部
み
ど
り
・
公
園
整
備

課
松
本
勝
男
で
す
。出
身
は
地
元
北
九
州
市

で
、高
校
卒
業
後
、九
州
大
学
農
学
部
に
入

学
し
ま
し
た
。大
学
・
大
学
院
で
は
杉
材
の

乾
燥
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
院
卒
業
後
、大
阪
の
建
材
メ
ー
カ
ー
に

就
職
し
、内
装
ド
ア
の
商
品
開
発
に
携
わ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
会
社
で
２
年
間
働
い
た
の
ち
、

２
０
１
２
年
に
北
九
州
市
役
所
へ
造
園
職

と
し
て
入
職
し
ま
し
た
。入
職
し
て
最
初
の

職
場
は
東
部
整
備
事
務
所
と
い
う
主
に
工

事
監
督
を
行
う
部
署
で
し
た
。当
初
私
が
苦

労
し
た
の
は
、土
木
の
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
点
で
し
た
。樹
木
や
造
園
の
こ
と
は

大
学
で
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、土
木
に
関
し

て
は「
法
面
」を「
ほ
う
め
ん
」と
呼
ぶ
ほ
ど

の
素
人
で
し
た
。し
か
し
、職
場
の
先
輩
や

係
長
に
色
々
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、様
々

な
現
場
を
任
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
お

か
げ
で
徐
々
に
覚
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。２
年
目
に
は
、小
倉
コ
レ
ッ
ト
の

裏
に
あ
る
米
町
公
園
の
全
面
再
整
備
工
事

の
監
督
を
経
験
し
ま
し
た
。工
期
が
短
く
と

て
も
大
変
な
現
場
で
し
た
が
、様
々
な
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、八
幡
西
区
役
所
で
３
年
間
公
園

の
維
持
管
理
を
経
験
し
た
の
ち
、現
在
は
み

ど
り
・
公
園
整
備
課
で
働
い
て
い
ま
す
。仕

事
は
今
年
度
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
対
応

や
花
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
、課
内
の
庶
務
作

業
な
ど
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
も

の
ば
か
り
で
す
が
、と
に
か
く
疑
問
に
思
っ

た
と
き
は
そ
の
時
に
解
決
す
る
こ
と
を
意

識
し
、仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

趣
味
は
野
球
観
戦
で
す
。私
自
身
野
球
経

験
は
な
い
の
で
す
が
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
試

合
を
見
る
の
が
好
き
で
、ダ
イ
エ
ー
時
代
か

ら
ほ
ぼ
毎
日
観
戦
し
て
い
ま
し
た
。一
昨
年

子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
観
戦

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、子
供

が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
ヤ
フ
オ
ク

ド
ー
ム
で
一
緒
に
観
戦
す
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
造
園
職
と
し
て
北
九
州
市
を
象

徴
す
る
よ
う
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
携
わ

る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。そ
の
た
め
、ま
だ

ま
だ
未
熟
で
す
が
仕
事
・
勉
強
と
も
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初めまして
「○○」です

（市職員の横顔）

建設局公園緑地部
みどり・公園整備課

松本  勝男さん

　

造
園
業
界
も
高
齢
化
に
よ
る
退

職
者
や
若
者
の
建
設
業
離
れ
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、会
員
企
業
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ

ろ
、「
将
来
的
に
中
軸
と
な
る
社
員
の

不
足
が
見
込
ま
れ
る
」と
の
回
答
が

最
も
多
か
っ
た（
18
社
）こ
と
か
ら
、

若
手
社
員
の
人
材
確
保
策
と
し
て

「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
交
流
会
in
北
九

州
」を
、北
九
州
市
中
小
企
業
振
興
課

の
助
成
を
受
け
て
平
成
30
年
１
月

６
日（
土
）に
開
催
し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、行
橋
高
校
３
名（
先
生
１

名
随
行
）、西
日
本
短
大
３
名
の
参
加

を
得
て
、北
九
州
市
公
園
緑
地
部
の

大
畑
係
長
に
よ
る
公
園
事
業
の
説

明
を
受
け
た
後
、勝
山
公
園
小
倉
城

内
整
備
の
現
地
を
訪
れ
現
場
代
理

人
か
ら
、仕
事
の
や
り
甲
斐
や
苦
労

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
夜
宮
公
園
旧
安
川
邸
予
備

工
事
の
状
況
に
つ
い
て
完
成
予
想

図
を
見
な
が
ら
、菅
原
理
事
か
ら
仕

事
の
進
め
方
や
現
場
調
査
の
や
り

方
な
ど
伺
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、小
松
理
事
か
ら
樹
木
医

の
仕
事
、藤
田
副
会
長
か
ら
街
路
樹

剪
定
士
や
公
園
管
理
運
営
士
な
ど

の
業
務
を
踏
ま
え
、造
園
業
全
般
や

ま
ち
づ
く
り
で
の
役
割
に
つ
い
て
、

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

協
会
会
館
に
お
い
て
学
生
・
生
徒
と

会
員
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、お

互
い
率
直
な
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。当
日
は
、天
候
に
も
恵
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、予
定
を
全
て
行
う
こ
と
が
出
来
、随
行
の
先
生

に
よ
る
と
進
路
先
の
参
考
に
な
る
こ
と
か
ら
、継
続
し
て
欲
し
い

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　 「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
交
流
会

in
北
九
州
」の
開
催

　

今
年
で
10
回
目
と
な
る
到
津
の
森
公
園
の
環
境

整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
平
成
30
年
２
月
20
日

（
火
）
に
会
員
企
業
か
ら
43
名
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
厳
寒
の
今
冬
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

快
晴
の
中
、
テ
レ
ビ
取
材
を
受
け
な
が
ら
、
枝
葉

が
徒
長
し
て
園
内
の
見
通
し
を
悪
く
し
て
い
る
中

下
木
の
剪
定
を
主
に
行
い
ま
し
た
が
、
額
に
汗
が

滲
む
ほ
ど
で
し
た
。

　

春
に
向
け
て
、
ミ
モ
ザ
や
桜
な
ど
の
お
花
見
に

訪
れ
る
お
客
様
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
来
園
者

に
と
っ
て
快
適
な
空
間
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

環
境
首
都
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン　

３
つ
の
柱

①
共
に
生
き
、
共
に
創
る
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
環
境
の
た
め
に
行
動
す
る
権

　

利
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

②
環
境
で
経
済
を
拓
く
。

　

環
境
と
経
済
の
好
循
環
が
持
続
可
能
な
社
会
を

　

創
り
だ
す
。

③
都
市
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
。

　

環
境
負
荷
が
小
さ
い
都
市
構
造
へ
の
転
換
、
資

　

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
や
再
利
用
、

　

施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
を
進
め
る
。

環
境
首
都
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン　

10
の
行
動
原
則

①
市
民
の
力
で
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
ち
の
環
境
力 

　

を
高
め
る
。

②
優
れ
た
環
境
人
財
を
産
み
出
す
。

③
顔
の
見
え
る
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
。

④
自
然
と
賢
く
つ
き
あ
い
、
守
り
育
む
。

⑤
都
市
の
資
産
（
た
か
ら
）
を
守
り
、
使
い
こ
な

　

し
、
美
し
さ
を
求
め
る
。

⑥
都
市
の
環
境
負
荷
を
減
ら
し
て
い
く
。

⑦
環
境
技
術
を
創
造
し
、
理
解
し
、
産
業
と
し
て

　

広
め
る
。

⑧
社
会
経
済
活
動
に
お
け
る
、
資
源
の
循
環
利
用

　

に
取
り
組
む
。

⑨
環
境
情
報
を
共
有
し
、
発
信
し
、
行
動
す
る
。

⑩
環
境
都
市
モ
デ
ル
を
発
信
し
、
世
界
に
環
を
拡

　

げ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
へ
の
４
つ
の
政
策
目
標

①
北
九
州
市
民
環
境
力
の
更
な
る
発
展
と
す
べ
て

の
市
民
に
支
え
ら
れ
た
「
北
九
州
環
境
ブ
ラ
ン

ド
」
の
確
立
。

②
２
０
５
０
年
の
超
低
炭
素
社
会
と
、
そ
の
先
に

あ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
。

③
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

④
将
来
世
代
を
考
え
た
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
環

境
・
経
済
・
社
会
の
総
合
的
向
上
。

　

こ
の
よ
う
な
目
標
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
指
標
を
環
境

基
本
計
画
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

定
量
的
に
進
捗
を
図
る
。

北
九
州
市
が
目
指
す
べ
き
姿　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

　

人
口
の
急
激
な
減
少
と
高
齢
化
を
背
景
と
し
た

中
、
市
民
の
生
活
を
支
え
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
北
九
州
市
立
地
適

正
化
計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
更
に
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
改
定
し
、

　
「
居
住
誘
導
区
域
」
居
住
を
誘
導
し
人
口
密
度

を
維
持
す
る
エ
リ
ア
の
確
保
。

　
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」
医
療
、
商
業
等
の
都

市
機
能
の
立
地
促
進
。

　
「
公
共
交
通
網
の
維
持
・
充
実
」
交
通
結
節
点

の
強
化
、
幹
線
バ
ス
路
線
等
の
高
機
能
化
。

　

こ
れ
ら
を
定
め
、「
ま
ち
な
か
」
を
重
視
す
る

と
と
も
に
、
周
辺
部
に
於
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
相
応
し
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
。

　

ま
た
、
自
然
や
農
業
環
境
を
守
る
た
め
に
、
郊

外
の
大
規
模
な
開
発
の
抑
制
を
は
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
中
で
、
常
に
国
際
的
ブ

ラ
ン
ド
を
意
識
し
、
環
境
首
都
と
し
て
の
み
ど
り

の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
実
現
を
図
り
た
い
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

〈
意
見
交
換
会
〉

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

上
吹
越
美
香
（
か
み
ひ
ご
し　

み
か
）
氏　

　
「
自
然
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な
都
市
の
か
た
ち

　

に
変
え
る
た
め
に
は
」

　

み
ど
り
の
生
命
を
重
ん
じ
、
生
命
の
多
様
性
を

再
認
識
し
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
賢
く
活
用
す

る
こ
と
で
、
北
九
州
市
の
掲
げ
る
真
の
豊
か
さ
、

真
の
美
し
さ
が
形
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、ト
ー
タ
ル
に
も
の
を
見
る
感
性
を
養
い
、

総
合
的
な
視
点
で
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　

造
園
業
界
に
於
い
て
は
、
維
持
管
理
と
共
に
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
も
必
要
と
な
る
事
を
意
識
し

て
、
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
と
活
か
せ
る
場
面
を

つ
く
り
、
事
業
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
携
わ
る
事

を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。
そ
し
て

足
元
を
見
た
北
九
州
市
独
自
の
環
境
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
欲
し
い
。

　

意
見
交
換
会
で
は
こ
の
よ
う
な
課
題
を
い
た
だ

き
、
盛
会
の
う
ち
に
第
10
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
限
ら
れ
た
人
口
・
資
源
、
財
政
の
中

で
色
々
な
課
題
に
自
信
を
持
っ
て
立
ち
向
か
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
環
境
を
見
え
る
化
す
る
と
風
景
に
な
る　

風

景
を
見
え
る
化
す
る
と
感
動
に
な
る
」

　

進
士
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
北
九
州
市
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

施
策
、
事
業
の
展
開
が
進
め
ら
れ
る
事
を
期
待
し

ま
す
。

「
到
津
の
森
公
園
」

       

環
境
整
備
支
援
活
動

（5）平成 30 年４月１日 第 50 号（6）平成 30 年４月１日 第 50 号



菅
原　
　
　

本
日
は
、協
会
広
報
誌
「
み
ど
り
北
九
州
」

を
発
刊
し
て
今
回
で
50
号
に
な
る
の
を
記
念

し
て
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
座
長
を

藤
田
副
会
長
に
お
願
い
し
、
座
談
会
と
い
う

形
式
で
、
造
園
業
界
の
こ
れ
か
ら
の
展
望
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

藤
田　
　
　

わ
れ
わ
れ
造
園
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

と
し
て
は
、
全
国
的
に
公
共
事
業
費
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
本
市
も
15
年
前
の
半

分
以
下
と
い
う
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
北
九

州
市
や
福
岡
市
の
大
都
市
は
こ
れ
ま
で
に
整

備
さ
れ
た
公
園
や
街
路
樹
等
が
あ
り
、
更
新

整
備
や
維
持
管
理
の
業
務
が
あ
る
の
で
、
全

国
的
に
見
る
と
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
か
と

い
っ
て
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

お
り
、「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
で

は
な
い
が
、
行
政
か
ら
だ
け
で
な
く
民
間
の

仕
事
も
で
き
る
よ
う
自
助
努
力
も
必
要
と
思

い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
造
園
業
界
の
立
ち
位
置
と
し

て
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
業
界
や
会
社

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
協
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
「
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
は
、
日
本
造
園
建
設
業

協
会
や
日
本
造
園
修
景
協
会
で
も
取
り
組
み

始
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
造
園
業
界
も
そ
の

役
割
の
一
翼
を
担
え
な
い
か
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

	　

そ
こ
で
今
後
、
造
園
業
界
が
ど
う
動
い

て
い
く
べ
き
か
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

菅
原　
　
　

造
園
業
は
都
市
部
で
樹
木
を
扱
う
唯
一
の

職
業
で
、
都
市
の
美
観
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
み
ん
な
美
し
い
街
に

住
み
た
い
と
い
う
基
本
的
な
欲
求
が
あ
り
ま

す
。
一
方
で
そ
れ
は
衣
食
住
が
満
た
さ
れ
た

上
で
の
み
成
り
立
つ
、
い
わ
ば
贅
沢
産
業
の

一
つ
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
た
だ
美
し
さ

を
維
持
す
る
だ
け
で
業（
な
り
わ
い
）が
成
り

立
っ
て
お
り
、
美
観
に
対
す
る
欲
求
が
大
き

い
都
市
部
な
ら
で
は
の
職
業
だ
と
思
う
の
で

す
が
。

藤
田　
　
　

発
展
途
上
国
に
は
、
造
園
業
は
存
在
し
ま

せ
ん
。
飛
行
場
の
回
り
や
大
統
領
官
邸
周
辺

な
ど
は
緑
化
し
て
い
る
が
他
の
と
こ
ろ
は
少

な
い
、
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
か
つ
て
の

宗
主
国
が
や
っ
た
と
こ
ろ
が
残
っ
て
い
る
く

ら
い
。

　

国
・
自
治
体
も
、
民
間
も
、
経
済
力
が
な

い
と
緑
化
は
後
回
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

菅
原
さ
ん
の
言
う
メ
ン
タ
ル
な
面
へ
の
貢

献
と
「
世
の
た
め
人
の
た
め
」
に
な
る
産
業

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
税
金
を
使
う
訳

で
す
か
ら
、
市
民
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
解

決
す
る
、
も
し
く
は
緩
和
す
る
こ
と
も
わ
れ

わ
れ
の
大
切
な
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

菅
原　
　
　
「
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
」

の
「
三
方
よ
し
」
の
考
え
で
は
、
社
会
に
役

立
つ
こ
と
も
重
要
で
す
。
今
後
、
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
に
お
い
て
造
園
業
の
分
野
で
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
社
会
的
責
任
も
果
た
し

て
い
け
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

藤
田　
　
　

現
実
に
は
、
す
で
に
土
木
や
建
築
の
業
界

は
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
取
り
組
み
始
め
て

い
ま
す
。
本
来
わ
れ
わ
れ
の
範
疇
と
思
う
と

こ
ろ
ま
で
進
出
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
造
園

業
界
と
し
て
も
担
え
る
努
力
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

　

か
つ
て
ビ
オ
ト
ー
プ
が
流
行
り
ま
し
た
。

建
設
業
法
の
上
で
は
、
生
態
系
保
全
と
い
う

の
は
造
園
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
は
付
加
価
値
と
し
て
、
ビ
ル

の
屋
上
な
ど
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
っ
て
自
ら

の
「
事
業
」
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

三
宮　
　
　

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
で
い
う
と
、
東
京
駅

周
辺
は
す
ご
い
で
す
ね
。
都
心
で
の
緑
化
に

よ
り
素
晴
ら
し
い
街
が
出
現
し
て
い
ま
す
ね
。

菅
原　
　
　

た
ま
に
東
京
に
行
く
と
緑
化
の
質
が
高
い

と
感
じ
ま
す
。

藤
永　
　
　

北
九
州
市
も
緑
は
多
い
で
す
。「
隣
の
芝

生
は
青
く
見
え
る
」
で
、
他
か
ら
来
た
人
の

印
象
で
は
、
北
九
州
市
は
緑
が
多
く
て
公
園

が
多
い
。
自
分
た
ち
が
気
付
か
な
い
だ
け
で
、

い
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
目
を
見
張
る
公
園
は
、
や
や
少
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
例
え
ば
、
駐
車
場

が
あ
り
、
広
場
や
遊
具
が
あ
り
、
水
遊
び
で

き
る
よ
う
な
公
園
と
か
。

藤
田　
　
　

そ
れ
で
言
え
ば
、
勝
山
公
園
は
う
ま
く

い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
、
北

九
州
市
は
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
環
と
し

て
、
例
え
ば
廃
止
さ
れ
た
門
司
競
輪
場
跡
地

の
土
地
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
人
口
が
減
っ
て
税
収
も
減
っ
て
、
で

き
る
こ
と
も
限
ら
れ
て
き
ま
す
。

 　

北
九
州
市
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を

図
っ
て
、
市
民
が
生
活
し
や
す
く
す
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
里
地
区
は
公
共
施
設
を
集
約

す
る
と
と
も
に
公
園
を
整
備
す
る
計
画
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
部
は
住
宅
地
と
し

て
民
間
開
発
用
地
と
な
る
よ
う
で
す
が
、
人

の
住
む
近
く
に
使
い
や
す
い
公
園
が
で
き
る

こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
は
よ
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

説
明
会
に
参
加
し
て
い
た
30
代
の
子
育
て

中
の
若
い
方
の
中
の
２
名
が
、
公
共
施
設
が

集
ま
り
公
園
が
で
き
る
こ
の
計
画
に
期
待
し

て
い
る
、と
の
意
見
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

藤
永　
　
　

公
園
は
、
結
構
よ
い
場
所
に
あ
り
ま
す
か

ら
、
今
後
ま
ち
づ
く
り
の
核
に
な
り
得
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

藤
田　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に

面
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
は
人
気
が
高

く
、
か
の
ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
も
面
し
て
い
ま

す
。

　

福
岡
市
も
、
住
む
と
こ
ろ
と
し
て
人
気
が

あ
る
の
は
大
濠
公
園
の
周
り
と
聞
い
て
い
ま

す
。
公
園
と
か
緑
が
多
い
と
こ
ろ
は
、
住
み

や
す
い
し
付
加
価
値
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
で
も
原
宿
の
表
参
道
は
、
ケ
ヤ
キ
の

並
木
を
核
と
し
て
、
そ
の
周
り
に
商
業
施
設

が
立
地
し
て
い
ま
す
が
、
あ
の
緑
あ
ふ
れ
る

街
路
樹
が
無
け
れ
ば
、
今
の
よ
う
な
、
若
者
、

さ
ら
に
海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
あ
ふ
れ
る
街

に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

菅
原　
　
　

戸
畑
区
も
夜
宮
公
園
周
辺
に
マ
ン
シ
ョ
ン

が
多
く
立
地
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
戸

畑
区
に
限
ら
ず
、
最
近
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
広

告
で
は
、「
○
○
公
園
ま
で
歩
い
て
何
分
」

と
言
う
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
よ
く

見
か
け
ま
す
。
ま
た
戸
畑
区
は
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
し
て
、
Ｄ
街
区
に
公
共
施
設
を
集

め
、
利
便
性
を
高
め
て
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。
交
通
や
買
い
物
で
不
便
を
感
じ
る
地
域

の
人
た
ち
が
集
ま
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
が
さ
ら
に
進
む

で
し
ょ
う
ね
。

藤
田　
　
　

高
齢
化
す
る
と
便
利
で
生
活
し
や
す
い
と

こ
ろ
に
住
ん
で
も
ら
う
方
が
よ
い
で
す
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
く
人
口
減
少
が
進
む
中

で
、
例
え
ば
山
の
上
の
不
便
な
場
所
に
20
人

し
か
住
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ

こ
へ
の
上
下
水
道
や
道
路
が
老
朽
化
し
た
時

に
、
そ
れ
を
や
り
替
え
る
に
は
十
億
単
位
の

お
金
が
要
る
と
し
ま
す
。
さ
あ
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
賛
同
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
行
政
か

ら
は
、
言
い
出
し
に
く
い
け
れ
ど
、
そ
の
よ

う
な
現
実
が
間
近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
例
え
ば
、
鉄
道
線
路

の
存
続
に
つ
い
て
先
々
の
維
持
管
理
費
な
ど

の
負
担
な
ど
示
し
住
民
に
諮
っ
て
決
め
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
行
政
が
何
も
し
な

い
の
で
は
な
く
代
替
策
を
提
案
し
な
が
ら
、

最
良
策
を
見
つ
け
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。

　

北
九
州
市
は
、
日
本
で
は
一
番
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
政
令
指
定
都
市
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
最
先
端
都
市
で
す
。
そ
の
政
策
の
結

果
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
こ
れ
か
ら
高
齢
化

が
進
む
中
国
や
韓
国
を
含
め
、
他
の
都
市
の

参
考
に
な
る
「
世
界
の
最
先
進
都
市
」
と
も

言
え
ま
す
。

藤
永　
　
　

人
口
が
減
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
で
は
人
口
を
減

ら
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

菅
原　
　
　

門
司
区
も
そ
う
で
す
が
、
八
幡
東
区
も
山

沿
い
で
は
住
む
人
が
減
っ
て
空
き
地
が
増
え

て
い
る
現
状
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
に
活
用

法
を
考
え
る
際
に
は
、
造
園
業
界
で
も
何
か

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

藤
田　
　
　

森
林
の
あ
り
方
が
、
災
害
時
な
ど
近
年
問

題
に
な
っ
て
い
て
、
ス
ギ
な
ど
の
単
相
林
は

災
害
に
弱
い
こ
と
か
ら
、
国
が
森
林
を
守
る

方
向
に
動
い
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
で
は
、
林
業
の
後
継
者
不
足
が

あ
っ
て
、
森
林
の
保
護
や
間
伐
な
ど
の
管
理

に
造
園
業
が
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
役
割
の

一
つ
で
あ
る
減
災
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

今
後
の
造
園
業
界
に
は
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
の
よ
う
な
都
市
・
地
域
を
守
り
築
く
役

割
と
、
ま
ち
づ
く
り
で
の
公
園
や
緑
の
扱
い

な
ど
、
二
つ
の
役
割
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

菅
原　
　
　

そ
う
い
っ
た
点
で
は
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

も
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
も
同
じ
で
、
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
金
を
か
け
る
こ
と
で
、
結

果
と
し
て
斜
面
地
な
ど
で
の
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
が
少
な
く
な
る
な
ら
、
そ
の
方
が
防

災
面
で
も
経
済
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

に
よ
っ
て
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ば
、
街
に
も

賑
わ
い
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

藤
永　
　
　

賑
わ
い
で
言
え
ば
、
市
場
や
商
店
街
な
ど

そ
れ
に
関
わ
る
人
達
の
や
る
気
と
変
え
る
努

力
も
必
要
だ
よ
ね
。
オ
シ
ャ
レ
な
と
こ
ろ
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
大
事
で
熊
本
市
な
ど
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

お
金
が
な
い
か
ら
何
も
で
き
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

藤
田　
　
　

お
金
が
な
い
と
知
恵
が
出
ま
す
。
国
も
自
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治
体
も
税
収
が
減
っ
て
き
て
、
福
祉
へ
の
負

担
が
増
え
た
結
果
、
指
定
管
理
者
制
度
と
か

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
か
の
政
策
が
出
て
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
減
る
で
あ
ろ
う
財
源
の
中
で

も
、
安
全
で
住
み
や
す
い
都
市
を
持
続
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
造
園
力
で
も
っ

て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

三
宮　
　
　

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
で
言
え
ば
、
造
園
業

界
だ
け
で
は
力
不
足
の
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
存
在
が
重
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
田　
　
　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
界
は
、
構
想
か
ら
設

計
ま
で
の
様
々
な
局
面
で
行
政
と
関
わ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
勉
強
し
て
い
る
方
も
多
く
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
行
う
機
会
も
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
九
州
で
は
、
日
本
造
園
建
設
業
協

会
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
、
日
本
植
木
協
会
、
公
園
施
設
業
協
会

か
ら
な
る
九
州
緑
化
協
議
会
が
あ
り
、
関
係

機
関
が
協
力
し
な
が
ら
調
査
・
研
究
・
提
案

を
し
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
と
の

意
見
交
換
会
の
場
が
あ
っ
て
、
提
言
す
る
機

会
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
施
工
に
至
っ
た
例

も
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

日
本
造
園
建
設
業
協
会
福
岡
県
支
部
で
は

今
年
の
活
動
と
し
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会
の
協
力
を
得
て
、「
造
園
に
で
き
る
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
調
査
研
究

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
見
て
く
る
と
、
わ
れ
わ
れ
造
園
分
野

は
、
都
市
の
緑
化
や
公
園
・
庭
園
の
管
理
な

ど
の
都
市
景
観
へ
の
関
わ
り
か
ら
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
に
よ
る
防
災
・
減
災
、
快
適
な

居
住
環
境
の
形
成
ま
で
、
様
々
な
役
割
を
担

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
守
備
範
囲
の
広
い
業

界
だ
と
市
民
に
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

菅
原　
　
　

昔
は
緑
に
関
す
る
こ
と
は
な
ん
で
も
造
園

の
範
疇
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
は
、

緑
を
扱
わ
な
い
仕
事
も
増
え
ま
し
た
。
造
園

の
目
線
で
形
の
納
ま
り
を
考
え
た
り
、
人
の

美
観
に
即
し
て
舗
装
や
縁
石
を
整
備
し
た
り

と
、
造
園
の
技
術
的
な
範
囲
は
広
い
、
と
感

じ
ま
す
。

藤
田　
　
　

最
近
、
市
の
発
注
工
事
の
竣
工
検
査
で
も

数
量
の
確
認
だ
け
で
な
く
出
来
栄
え
を
検
査

官
が
評
価
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
ね
。

三
宮　
　
　

そ
う
い
う
よ
う
な
形
に
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
担
当
の
方
が
抜
き
打
ち
的
に
何
ヶ

所
か
の
数
値
を
確
認
し
て
、
検
査
官
は
出
来

栄
え
を
見
る
よ
う
な
検
査
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

　

検
査
が
終
わ
っ
て
バ
リ
ケ
ー
ド
を
外
す
と

子
供
達
が
一
斉
に
公
園
で
遊
び
始
め
る
姿
に

出
会
う
と
嬉
し
い
で
す
ね
。　

藤
田　
　
　

最
後
に
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
に
関
わ

る
民
間
事
業
者
と
し
て
、
気
付
く
こ
と
な
ど

話
し
ま
し
ょ
う
。

野
上　
　
　

人
口
が
減
り
少
子
高
齢
化
で
公
園
利
用
者

が
少
な
く
な
る
中
で
、
公
園
の
使
わ
れ
方
も

変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
あ
れ
ば
い
い
な
と

言
う
話
を
聞
き
ま
す
が
、
北
九
州
市
に
は
あ

り
ま
す
か
。
ま
た
子
供
達
は
ボ
ー
ル
遊
び
が

で
き
る
公
園
を
求
め
て
、
親
に
連
れ
ら
れ
て

少
し
遠
く
か
ら
も
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。

藤
田　
　
　

市
内
で
は
、
民
間
も
含
め
本
格
的
な
も
の

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
公
園
で
言
え
ば
、
八

幡
西
区
の
本
城
緑
地
の
中
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
が

あ
り
ま
す
が
、
広
場
が
芝
生
の
本
格
的
な
も

の
で
は
な
く
、
個
人
的
に
は
市
外
に
あ
る
民

間
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
全
面
芝
生
で
、
遊
ば
せ
る
道
具
が
あ
る
な

ど
様
々
な
仕
掛
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

犬
の
手
入
れ
や
し
つ
け
教
室
な
ど
が
あ
っ
て
、

北
九
州
市
か
ら
の
利
用
者
が
多
く
い
ま
す
。

野
上　
　
　

犬
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
れ

ば
、
利
用
し
た
い
方
は
か
な
り
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
一
部
の
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
人
が
い
る
こ
と
で
前
に
進
め
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

藤
永　
　
　

試
し
に
作
っ
て
み
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
公
園
は
、
使
わ
れ
る
こ
と
で
そ
の
価
値

が
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

藤
田　
　
　

ド
ッ
グ
ラ
ン
で
言
え
ば
、た
だ
造
り
ま

し
ょ
う
で
は
な
く
、「
保
護
犬
を
減
ら
す
」

活
動
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
と
か
西
港
に
あ
る
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
宮　
　
　

わ
れ
わ
れ
は
仕
事
柄
、
区
ご
と
に
限
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
普
段
の
公
園
の
使

わ
れ
方
を
見
る
機
会
が
多
い
で
す
よ
ね
。
こ

の
ご
ろ
は
、
公
園
の
使
わ
れ
方
も
随
分
変
わ

り
ま
し
た
ね
。

菅
原　
　
　

身
近
な
公
園
で
は
、
再
整
備
の
際
に
地
域

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
、
地
元
の
方

自
身
が
使
い
方
を
決
め
て
い
ま
す
ね
。
た
だ

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
、
あ
ま
り
活
用

さ
れ
て
い
な
い
公
園
も
確
か
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

藤
田　
　
　

人
口
減
少
や
財
源
難
か
ら
、
公
共
で
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
き
た
た
め
、
指
定
管
理

制
度
が
で
き
、
最
近
で
は
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
札
幌
市
で
は
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
造
園
業
の
仲
間
が
他

の
業
種
と
連
帯
・
整
備
し
て
運
営
し
て
い
る

事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

国
で
は
、
こ
れ
ま
で
造
っ
て
き
た
公
園
の

ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
、
民
間
の
お
金
と
知
恵

で
地
域
に
活
か
す
た
め
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
創

設
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

野
上　
　
　

自
分
に
は
、
そ
の
よ
う
な
力
は
な
い
の
で

す
が
、
公
園
の
こ
と
を
一
般
の
人
よ
り
は
よ

く
知
っ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
事
業
が
で
き

そ
う
な
方
に
お
話
す
る
く
ら
い
は
で
き
そ
う

で
す
。

菅
原　
　
　

ド
ッ
グ
ラ
ン
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
市
民

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
な
ら
、
郊
外
の
公
園
な
ど

で
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
を
う
ま
く
活
用
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
た
だ
、
指
定
管
理

者
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
近
年
採
り
入
れ
ら
れ
る
制

度
が
、
全
て
の
公
園
管
理
に
対
し
て
適
用
拡

大
さ
れ
て
い
く
の
で
は
、
と
不
安
視
す
る
声

も
あ
り
ま
す
。
制
度
の
問
題
点
や
、
対
象
と

す
べ
き
公
園
の
規
模
な
ど
、
民
間
事
業
者
の

視
点
か
ら
物
が
言
え
る
よ
う
に
業
界
も
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
、
と
い
う
視
点
も
重
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

藤
田　
　
　

わ
れ
わ
れ
造
園
業
界
に
と
っ
て
大
変
厳
し

い
時
代
に
な
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
変
化
の
激
し
い
中
で
、
業

界
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に
は
、
社
会
に
認

め
ら
れ
る
役
割
を
果
せ
る
よ
う
な
発
想
力
や

技
術
力
、
一
言
で
言
え
ば
造
園
力
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。（
了
）

＊
「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
と
は
、
自
然
の
持
つ
多
様
な
機
能

（
遊
水
、
大
気
や
水
質
浄
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
良
好

な
景
観
形
成
な
ど
）
を
活
用
し
、
防
災
・
減
災
、
快
適
な

居
住
環
境
の
向
上
な
ど
、
安
全
で
住
み
や
す
い
持
続
可
能

な
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
や
土
地
利
用
計
画
。

＊
「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
は
、
自
治
体
が
住
民
福
祉
増
進
の

た
め
公
共
施
設
を
公
募
で
選
ば
れ
た
民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
知
恵
や
工
夫
よ
り
運
営
・
管
理
さ
せ
る
制
度
。

＊
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
と
は　

人
口
減
少
な
ど
縮
退
す
る

都
市
に
お
い
て
、
地
域
の
拠
点
と
な
る
と
こ
ろ
に
都
市
機

能
（
行
政
、
交
通
、
商
業
な
ど
）
を
集
約
し
、
生
活
の
利

便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
都
市
イ
ン
フ
ラ
管
理
な
ど
の
効

率
化
を
図
る
土
地
利
用
計
画
の
あ
り
方
。

＊
「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
と
は
、
公
園
利
用
者
が
便
利
に
な
る
よ

う
公
募
で
選
ば
れ
た
民
間
事
業
者
が
収
益
施
設
（
カ
フ
ェ

や
売
店
な
ど
）
と
そ
れ
か
ら
の
収
益
を
活
用
し
公
共
部
分

（
園
路
や
広
場
な
ど
）
を
一
体
で
整
備
す
る
制
度
。

平成 29 年度　協会活動報告

緑のネットワーク
勝山公園
小倉城周辺の中核である天守閣広場の
再整備を行いました。

都島展望公園
山の上のグラウンドがリニューアル
されました。

金剛中央公園
様々なスポーツやイベントを行う多目的グラウンドを
備えた公園に生まれ変わりました。

 

平
成
29
年

５
月
31
日 	

協
会
の
遊
休
中
古
備
品
（
会
員
希

望
者
な
し
の
長
机
、
パ
イ
プ
椅
子
、

固
定
椅
子
な
ど
）
に
つ
い
て
、
北

九
州
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
局
地
域
振

興
課
を
通
じ
て
市
民
セ
ン
タ
ー
（
竹

末
、
黒
崎
、
陣
山
、
槻
田
、
高
須
、

守
恒
、
大
里
南
）
に
寄
贈
し
た
。      

　
　
　
　
　
　
（
総
務
財
政
委
員
会
）

６
月
14
日 	

定
時
総
会
を
響
灘
緑
地
研
修
館
で

開
催
し
た
。
平
成
28
年
度
決
算
及

び
平
成
29
年
度
予
算
が
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
平
成
29
年
度
・
30
年
度

（
平
成
31
年
定
時
総
会
ま
で
）
の
役

員
が
承
認
さ
れ
た
。             

（
総
務
財
政
委
員
会
）

11
月
２
日	

第
10
回
「
都
市
と
自
然
の
共
生
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
北
九
州
国
際
会

議
場
で
進
士
五
十
八
福
井
県
立
大

学
学
長
、
加
藤
禎
久
岡
山
大
学
准

教
授
ほ
か
を
講
師
に
迎
え
開
催
し

た
。
一
般
33
名
、
行
政
15
名
、
会

員
29
名
の
計
77
名
が
参
加
し
た
。

           （
総
務
財
政
委
員
会
）

11
月
19
日 	

親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

合
馬
竹
林
公
園
で
会
員
企
業
か
ら

参
加
者
48
名
で
開
催
し
た
。

（
事
業
委
員
会
）

 

平
成
30
年

１
月 

６
日 	

「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
交
流
会
in
北
九

州
」
を
行
橋
高
校
生
３
名
（
先
生

１
名
）、
西
日
本
短
大
生
３
名
、
会

員
７
名
の
参
加
を
得
て
行
っ
た
。

 （
総
務
財
政
委
員
会
）

１
月
19
日 	

「
新
春
み
ど
り
の
集
い
」
を
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉
で
今
永
博
副

市
長
、
横
矢
順
二
建
設
局
長
、
山

本
幸
三
衆
議
院
議
員
ほ
か
の
ご
来

賓
を
迎
え
参
加
者
96
名
で
開
催
し

た
。                  （
総
務
財
政
委
員
会
）

１
月
28
日
〜
２
月
４
日　

北
九
州
市
産
業
経
済

局
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
政
策
課
が
主
催

す
る
ベ
ト
ナ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー

に
会
員
企
業
４
社
が
参
加
し
た
。

２
月
20
日	

 

「
到
津
の
森
公
園
」環
境
整
備
支
援

活
動（
低
木
剪
定
、除
草
）
を
会
員

企
業
か
ら
43
名
が
参
加
し
て
行
っ

た
。                        （
事
業
委
員
会
）

    

年　

間

　

青
年
部
は
今
年
度
よ
り
、
月
１
回
程
度
の
ペ
ー

ス
で 

「
勉
強
会
」 

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
々
の
内
容
を
話
題
に
し
な
が
ら
、
実
務
担
当

者
同
士
で
情
報
交
換
が
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
雑
談
を
交
え
な
が
ら
気
楽
に
進
め

て
い
く
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
目
串
づ
く
り
も
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。
青
年
部
で
行
う
切
り
出
し
・

加
工
の
作
業
が
、
造
園
資
材
に
な
り
障
害
者
福

祉
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。          （
青
年
部
）

　

広
報
紙
「
み
ど
り
北
九
州
50
号
」
を
記
念
号

と
し
編
集
作
業
及
び
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
作
業
を
行
っ
た
。                        （
広
報
委
員
会
）

　　

そ
の
ほ
か
北
九
州
市
が
主
催
す
る
「
第
22
回

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
」（
建

設
局
）、「
エ
コ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
２
０
１
７
事

業
」（
環
境
局
）
へ
協
賛
し
た
。

定時総会親睦グラウンドゴルフ大会

新春みどりの集い

青年部勉強会

（9）平成 30 年４月１日 第 50 号（10）平成 30 年４月１日 第 50 号



印
刷
・
製
本
：
株
式
会
社
マ
ツ
モ
ト

　『みどり北九州』は、第50号を迎えること
となりました。平成28年より年1回の発行
に移行しましたが、それ以前は年 2 回の

発行でした。それゆえに、50という数字に到達したことに様々な意
味合いを感じえずにはいられません。年月という重み、その中で取
り組んできた事、またそれが導きだされた結果…。
　止まることのない時間のなかで、私たちは何を成せて、何を成
せてないのか…。
　広報誌を通して、そのようなことも感じられるといいのではと個
人的には思っています。
　この度も多くの方のご協力のおかげで 50 号を送り出すことが
できました。50 号の発行にご協力を頂きました皆様にこころより
お礼申しあげます。　（H.H）

編集後記

支部 商　　号 所　在　地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

門
　
司

九州環境土木（株） 800-0112
門司区大字畑 46

481-3484
481-3483

（有）西新緑地建設 800-0114
　〃　吉志 5-12-10

481-5467
481-5476

（有）豊西緑地開発 801-0823
　〃　春日町 25-24

341-3456
342-1111

（有）松本造園建設 801-0811
　〃　大字大積 666-8

341-1501
341-1502

（株）水野文化園 800-0112
　〃　大字畑 46

481-4600
481-4680

（株）門司造園 800-0101
　〃　大字伊川 504-9

481-2918
481-2630

（有）門司緑地土木 800-0101
　〃　大字伊川 504-1

481-1897
481-1993

小
倉
北

（株）青葉造園 802-0023
小倉北区下富野 5-1-3

522-0234
533-7922

（有）アートグリーン 802-0033
　  〃　  富野台 11-8

533-3735
452-1340

朝日工産（株） 803-0853
　  〃　 高尾 1-38-5

592-4910
592-4261

内山緑地建設（株）北九州支店 803-0841
　  〃　 清水 1-12-15

581-2741
571-5392

（株）梅田造園土木 803-0861
　  〃　 篠崎 3-22-5

592-0516
592-0520

岡﨑建工（株） 803-0846
　  〃　 下到津 5-9-22

581-4327
581-4632

北九州東部緑地管理（株） 803-0814
　  〃　 大手町 5-23

591-1487
591-1489

（株）九州造園 802-0026
　  〃　 大畠 2-10-1

531-6121
531-6123

（株）九州緑化産業北九州支店 803-0856
　  〃　 弁天町 5-8

561-9027
561-9208

（株）西日本緑化 803-0836
　  〃　 中井 3-3-15-107

581-4128
561-5476

（有）緑地管理中山工房 803-0835
　  〃　 井堀 5-3-3-202

653-4152
613-0447

小
倉
南

青葉緑地建設（株） 802-0826
小倉南区横代南町 3-12-15

962-6175
962-6904

（株）環境造園 800-0207
　  〃　 沼緑町 1-19-15

471-6390
472-4070

（有）協同造園土木 800-0207
　  〃　 沼緑町 1-8-75

473-1509
473-3911

（有）グリーンカンパニー 800-0228
　  〃　 長野 1-8-22

474-5677
474-5733

小倉造園（株） 802-0821
　  〃　 横代北町 5-22-36

962-1136
962-1046

（有）小倉南緑地 802-0979
　  〃　 徳力新町 1-15-23

963-0769
961-5649

総合緑地建設（株） 803-0261
　  〃　 大字合馬 301

453-1678
453-1677

（有）千代丸造園 800-0208
　  〃　 沼本町 2-9-22

474-5400
474-5401

（有）林造園 803-0261
　  〃　 大字合馬 981

451-1876
451-1819

（有）日浦緑地建設 800-0201
　  〃　 上吉田 5-18-14

473-5296
473-5256

豊州造園建設（株） 800-0242
　  〃　 津田 5-9-24

473-6967
473-8084

（株）みらい 800-0222
　  〃　 中曽根 3-7-32

472-5999
472-4999

（株）守恒造園建設 802-0986
　  〃　 志井鷹羽台 4-3

962-4211
962-4272

山本興業（有） 803-0261
　  〃　 大字合馬 234-1

451-2312
451-2312

東
戸

（株）グリーンニッポ 805-0017
八幡東区山王 3-14-28

662-3201
671-1423

菅原造園建設（株） 804-0094
戸畑区天神 2-2-21

883-1120
883-1121

眞矢造園 804-0032
　〃　西大谷 1-5-7

881-0711
881-0770

掲示板

緑について気軽にご相談ください。一般社団法人北九州緑化協会 TEL:093-654-1233

　本誌「みどり北九州」第 50 号を作成しました。
本誌は当協会活動や北九州市の緑化事業に関する

情報発信を目的としています。また当協会ホームページでも活動内容
や「みどり北九州」のバックナンバーなどもご覧になれますので是非、
お気に入りに加えてください。                                        （広報委員会）
○青年部では各社の代表になられる若手の方、もしくは主力となる若
手社員を主な対象として活動しています。自薦・他薦を問わず、新し
い方のご参加をいつでもお待ちしております。                     （青年部）

支部 商　　号 所　在　地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

八
幡
南

（有）岡野造園土木 807-0845
八幡西区永犬丸南町 2-13-38

613-3804
611-2952

（有）河村造園 807-1153
　  〃　 岩崎 4-1-34

618-7170
618-7515

（株）後藤緑化建設 807-1143
　  〃　 楠橋南 2-11-19

618-5384
618-6707

（有）サン緑化 807-1114
　  〃　 吉祥寺町 7-40

618-1567
618-4684

（有）田代造園 807-1262
　  〃　 野面 740-1

617-1792
617-4518

東洋緑地（株） 807-0854
　  〃　 泉ケ浦 2-22-41

883-8972
883-8855

（株）中川碧水造園 807-1125
　  〃　 池田 2-1-3

618-0822
618-6101

平方晴宏園 807-0075
　  〃　 下上津役 3-20-24

612-5677
612-5701

八
幡
北

（有）医生ケ丘産業 807-0803
　  〃　 千代ケ崎 3-1-6

601-8688
601-5338

（株）折園 807-0863
　  〃　 大膳 1-14-22

601-1528
691-3063

（株）九州緑化建設 806-0055
　  〃　 幸神 4-4-3

642-1267
641-0859

古賀造園 807-0806
　  〃　 御開 3-1-5

601-0495
601-9574

（有）清水造園 806-0047
　  〃　 鷹の巣 2-6-30

631-0694
631-0703

（有）千成造園土木 807-0875
　  〃　 浅川台 1-8-1

603-8050
603-8071

（有）寺門六香園 806-0046
　  〃　 森下町 17-1

641-2094
641-2097

（有）古門造園 806-0011
　  〃　 紅梅 4-6-5

622-4087
622-4088

（有）山代造園土木 807-0852
　  〃　 永犬丸西町 2-1-10

693-9718
693-9706

（有）渡辺造園 807-0826
　  〃　 丸尾町 11-3

602-8336
602-8362

若
　
松

遠藤土木（株） 808-0142
若松区青葉台南 2-4-14

742-0331
742-0332

（株）オーエヌグループ 808-0121
　〃　大字竹並 3037

741-0648
742-0370

岡崎造園（有） 808-0001
　〃　小石本村町 2-1

771-9255
771-8580

荻迫緑化 808-0146
　〃　高須西 2-6-17

741-6816
741-6819

（有）三司緑化建設 808-0106
　〃　片山 1-2-33

701-1565
791-7955

（株）三宮造園土木 808-0104
　〃　畠田 3-4-12

701-0422
791-9223

（有）洞北緑地建設 808-0133
　〃　大鳥居 14-2

741-1820
741-1848

日本緑営（株） 808-0104
　〃　大字畠田 943-1

791-0440
791-0441

（有）平和造園 808-0001
　〃　小石本村町 1405-2

761-2298
330-4085

賛助会員

一般社団法人  北九州緑化協会　会員名簿 （平成 30 年３月 9 日現在）

商　　号 所　在　地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

（株）成光社 803-0853
小倉北区高尾 2-5-33

561-1821
561-1820

総合園材（株） 812-0882
福岡市博多区麦野 3-18-20

092-588-9088
092-588-9220

日本乾溜工業（株） 806-0046
八幡西区森下町 27-36

631-0237
622-2357

（11）平成 30 年４月１日 第 50 号


